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　ソロモン諸島の人々と社会の
リアリティを描きだすことを目的
として、反近代でも前近代でも、
脱近代でもない「ソロモン諸島
的近代」の様相を導く論理を人
類学的視野から明らかにしてい
ます。
　他国や国際社会への依存状態
に新たな価値を見いだす点に考
察の新規性があります。実像と
将来像へのアプローチは、現代
社会におけるグローバルな流れ
とローカルの現実との真に意味
のある紐帯を考察する上で不可
欠な視覚となっています。
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